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確定拠出型年金に関する政策的争点の分析
――アメリカの「投資教育」と「投資アドバイス」をめぐる議論を中心に＊――

















ことをシミュレーションで示す EBRI（２００２）や Samwik and Skinner（１９９８），
＊本稿は，平成１６～１８年度に交付を受けた日本学術振興会科学研究費補助金，若手研究（課
題番号１６７３０１５８）による研究成果の一部である。














































































４）P & I, February２１,１９９４, p.２１.
５）Hewitt Associates（１９９７）, p.２８.


























































































採用時・プラン設立時 ○ ○ ○ ○
加入者向け
口座情報の提供 ○ ○ ○ ○
投資教育 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
退 職 前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
提供企業比率※ ９０％ １９％ ６５％ ７６％ ７９％ ８８％ ２７％ ３０％ ４１％ ３％ ２７％
効果（企業側回答） ８７％ ５５％ ８０％ ９９％ ９５％ ９２％ ５２％ ５４％ ８７％ ５２％ ７８％
効果（加入者回答） ７５％ ７３％ ７５％ ８９％ NA NA NA ７９％ ７８％ NA ９５％
表１－ b 従業員コミュニケーションの概要
※福利厚生担当者１３７人に対する電話アンケートの結果。































































































２３）Plansponsor（２００３）, Defined Contribution Survey２００３.
２４）沼田（２００２）, p.１６８。




















































２７）Plansponsor, Magagine Articles, October２００４, April２００５.
２８）これらの定義に関しては，Plan Sponsor, Magagine Articles, April２００５. 主要業者のアド
バイス活動の紹介は，野村（２００３）, p.１７２。
２９）Managing４０１（k）Plans, March２００５, p.８.
３０）Plan Sponsor, Magagine Articles, October２００４.
３１）Managing４０１（k）Plans, May２００５, p.１.





















































３５）みずほ総合研究所（２００２）, p.１６１。P & I, March４,２００２, p.１２.
３６）Committee on the Education and Workforce, House（２００３）.
３７）エンロン社の破綻事件およびその後の政策の対応については，吉田（２００６）参照。
































（Interpretive Bulletin９６－１; Participant Investment Education ; Final
Rule）
労働省，TCW社の投資アドバイス提供を認可
（Grant of Individual Exemptions）
ボーナーのアドバイス法案，下院に提出
（HR－２２６９, The Retirement Security Advice Act）
ビンガマン，コリンズの独立投資アドバイス法案，上院の金融委
員会に提出（S.１６７７, Independent Investment Advice Act of２００１）
ボーナーアドバイス法案が下院で可決
（HR－２２６９, The Retirement Security Advice Act）
労働省の意見勧告書（条件付で投資アドバイスの提供を認める）
（U. S. Department of Lador Advisory Opinon２００１－０９A）
労働省が下院案に関して支持を表明
ブッシュ大統領の資本市場改革案 →ボーナー案を支持
Choice Focus of Bush’s Pension Plan
encourage companies to provide outside investment advice
ブッシュ大統領の声明 →ボーナー案を支持
Specific on the President’s Plan to Strengthen Retirement Security
ケネディ法案の提出を上院に提出
（S.１９９２, PROTECTING AMERICA’S PENSIONS ACT OF２００２）
ボーナーの年金保障法案の下院通過
（ブッシュ提案に基づいた包括的提案）





































３８）P & I, March４,２００２, p.２.
３９）P & I, July２２,２００２, p.２３., Washington Post, April１２,２００２, p. E０１.
１３０ 松山大学論集 第１８巻 第５号
下 院 案 上 院 案 ２００１年の労働省意見勧告























































































































イス提供も認める規定が含まれていた。Committee on the Education and Workforce, House
（２００３）.
４５）P & I, November２６,２００１, p.２.
























４７）Pensions & Investments, March４,２００２, p.１.
４８）実際に労働省は，投資信託スキャンダルが加入者に対する退職投資に関するアドバイス
の必要性を生み出した，としている。Pensions & Investment, February２３,２００４, p.２.
４９）例えば，CQ Weekly, Vol.６０Issue１５,２００２, p.２の反対意見を参照。
５０）Pensions & Investments, November２６,２００１, p.２.
５１）Pensions & Investments, March４,２００２, p.１.
























５２）Committee on the Education and Workforce, House（２００３）.
５３）Pensions & Investments, March ４,２００２, p.１., May ２７,２００２, p.１, July ８,２００２, P.１,
September２０,２００４, p.４.
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